
「M&A保険入門」｜編集部おすすめの１冊

数あるビジネス書や経済小説の中から、M＆A
Online編集部がおすすめの1冊をピックアップ。M＆Aに関するものはもちろん、日々の仕事術や経済
ニュースを読み解く知識として役立つ本を紹介する。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

「M＆A保険入門 」山本 啓太、関口 尊成著、保険毎日新聞社刊

M＆Aでは、取引合意後に簿外債務や許認可違反が発覚することがある。こうしたことがないことを売
り手が表明するのが表明保証。

表明保証を行ったにもかかわらず、違反などが判明した場合は、取引が破談になったり、取引成立後で
あれば、買い手が売り手に対し被った損害の補償を求めることがある。

このような補償リスクの低減のために登場したのが表明保証保険（M＆A保険）で、欧米を中心に発展
してきた。

日本ではあまり利用されていないが、近年はクロスボーダー（国際間）取引で表明保証保険の購入を検
討するケースが増えており、国内向けの表明保証保険に対する関心も高まってきた。

そこでM＆Aアドバイザーや表明保証保険を検討している企業の担当者、表明保証保険業務に携わる保
険会社の担当者らが、入門書として表明保証保険の基礎知識が得られるように分かりやすくまとめられ
たのが本書。海外の表明保証保険を参考に、表明保証保険の内容や実務をQ＆A形式で紹介している。

3部構成で、1部ではM＆Aの概要を、2部では表明保証条項を取り上げ、M＆A取引に馴染みのない人が
表明保証保険を理解するうえで必要な基本的な情報を32の項目で紹介している。

例えば「M＆A取引とは何ですか」「表明保証とは何ですか」といった基礎から始まり「M＆A取引のク
ロージング後になすべきこととしては何がありますか」「日本の裁判で争われやすい表明保証条項はど
の条項ですか」といったレベルまでカバーしている。

メインとなるのが3部の表明保証保険（M＆A保険）で「総論」「購入・引受け」「保険の内容」「保険
金請求・支払い」「その他」の5テーマについて、46項目でまとめてある。

「表明保証保険は売主が表明保証をしない場合でも利用することができますか」「表明保証保険の免責
事由として、どのようなものが規定されますか」「日本企業が関与した表明保証保険に基づく保険金請
求事件に関する裁判について教えてください」といった内容で、それぞれ1、2ページを割いて解説。巻
末には表明保証に関する裁判例などの資料を掲載している。（2021年2月発売）
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